
03「ＪＩＣＡ国際協力中学生・高校生
エッセイコンテスト２００８」

入賞者発表
　

２
月
28
日
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力

中
学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
０
８
」の
表
彰
式
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

地
球
ひ
ろ
ば
で
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
毎
年
夏
休
み
の

時
期
に
、全
国
の
中
高
生
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
。47
回
目
を
迎
え
る
今
回

の
テ
ー
マ
は「
地
球
と
生
き
る
〜
地
球

に
暮
ら
す
一
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
、

考
え
る
こ
と
〜
」。応
募
総
数
は
７
万

５
０
１
０
点（
中
学
生
の
部
５
万
１
４

９
３
点
、高
校
生
の
部
２
万
３
５
１
７

点
）。前
年
度
の
１
・
５
倍
と
な
っ
た
。

上
位
賞（
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、審
査

員
特
別
賞
）入
賞
者
に
は
、今
年
の
夏

休
み
に
、開
発
途
上
国
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
視
察
す
る
１
週

間
の
研
修
旅
行
が
贈
ら
れ
る
。詳
細
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.jica.go.jp/hirob

a/join/sanka/essay/

）を
参
照
。

最
優
秀
賞
の
入
賞
者

●
中
学
生
の
部

青
森
県
立
三
本
木
高
等
学
校
附
属
中

学
校
１
年
野
坂
創
一
さ
ん
「
三
本
木

の
夢
」

玉
川
聖
学
院
中
等
部
１
年
藤
村
朱

音
さ
ん
「
ラ
ン
ド
セ
ル
を
通
し
て
考
え

た
国
際
協
力
」

富
士
市
立
田
子
浦
中
学
校
３
年
河

野
岳
さ
ん
「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
」

●
高
校
生
の
部

学
校
法
人
大
和
山
学
園
松
風
塾
高
等

学
校
２
年
石
井
陽
平
さ
ん
「
父
が

僕
に
く
れ
た
夢
」

学
校
法
人
尚
学
学
園
沖
縄
尚
学
高
等

学
校
２
年
饒
平
名
玲
美
さ
ん
「
真

の
国
際
交
流
と
平
和
」

岩
手
県
立
盛
岡
第
四
高
等
学
校
２
年

千
葉
美
華
子
さ
ん
「
生
き
る
幸
せ
」

02マレーシアで
「ミンダナオ平和構築・
復興開発セミナー」開催

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
を
舞

台
に
し
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
央
政
府
と

モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
）
と
の
和
平
交
渉
が
膠
着
状
態
に

あ
る
中
、
１
月
13
〜
15
日
に
「
ミ
ン

ダ
ナ
オ
平
和
構
築
・
復
興
開
発
セ
ミ

ナ
ー
」
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
で
開
催

さ
れ
た
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

マ
レ
ー
シ
ア
科
学
大
学
平
和
ユ
ニッ
ト
の

共
催
に
よ
る
も
の
。
今
回
で
３
回
目

を
迎
え
、フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

学
者
、
宗
教
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な

ど
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、

先
住
民
族
が一
堂
に
会
し
た
。
さ
ら
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
は
、
国
際
監
視
団
の

初
代
団
長
や
大
学
関
係
者
、
日
本
か

ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
を
含
む
７
人

が
出
席
し
た
。

　

初
日
は
、
参
加
者
全
員
で
ミ
ン
ダ

ナ
オ
の
現
状
を
分
析
。
平
和
の
実
現

の
た
め
に
開
発
が
成
し
得
る
可
能
性

を
探
り
、
問
題
解
決
を
探
る
議
論
が

行
わ
れ
た
。
２
日
目
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

問
題
の
課
題
を
９
つ
設
定
し
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
議
論
。
国
際
社
会
の
貢
献
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
で
の
復
興
・
開

発
な
ど
が
模
索
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

各
グ
ル
ー
プ
の
議
論
の
成
果
の
も
と
、

①
和
平
交
渉
、②
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、③

紛
争
当
事
者
と
関
係
者
の
レ
ベ
ル
で

今
後
の
対
策
が
提
言
さ
れ
、
停
戦
監

視
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
再
構
築
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
開
発
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
能

力
強
化
）
の
促
進
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の

評
議
会
設
置
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

01ＪＩＣＡと科学技術振興機構、連携協定を締結
　

１
月
21
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
科
学
技
術

振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）は
、科
学
技
術
と

外
交
を
連
携
さ
せ
相
互
に
発
展
さ
せ

る「
科
学
技
術
外
交
」の一
環
と
し
て
、

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
は
、

外
務
省
、文
部
科
学
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
連
携
し
て
実
施
す
る
「
地
球

規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協

力
」
に
伴
っ
て
実
現
し
た
も
の
。

　

こ
の
事
業
は
、
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
、

防
災
、
感
染
症
な
ど
地
球
規
模
課
題

の
解
決
に
向
け
、
日
本
の
科
学
技
術

力
を
活
用
し
、
開
発
途
上
国
の
大
学
・

研
究
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
共
同
研

究
を
推
進
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。
途

上
国
の
人
材
育
成
と
研
究
能
力
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
地
球
規
模
課
題

の
解
決
に
資
す
る
新
た
な
知
見
の
獲

得
、
技
術
水
準
の
向
上
、
そ
の
成
果

の
社
会
へ
の
還
元
を
目
指
す
。
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協定締結を交わすJSTの北澤宏一理事長（右）と
緒方貞子理事長

セミナーで発言するＪＩＣＡの石川幸子・国際
協力専門員（左）と落合直之・東南アジア第
一・大洋州部企画役（中央）

さ
ん
ぼ
ん
ぎ

の
が
く

よ

へ

な

あ
か

ね

こ
う

こ
う
ち
ゃ
く
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